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●要約 

アーユルヴェーダ補助食品（アムリット５）の生体内の免疫調整効果について、この調製剤を１日５０ｍｇ、

１０日間または２０日間にわたり胃管栄養法でラットに与えることによって研究を行った。この処置を行った

後、ミトゲンが誘発するリンパ球の増殖、マクロファージのスーパーオキシド陰イオンの産生、および食作用

を検査した。アムリット５の摂取により、各種のミトゲンに対する試験管内でのリンパ球増殖反応が著しく増

加した。アムリット５が媒介する刺激指数の増大は、フィトヘマグリチニン（ＰＨＡ）の濃度の変化に応じて

３２～８８％の範囲で変化した。アムリット５による処置はリンパ球の自発的増殖には影響を及ばさなかった。

アムリット５の摂取により誘発されたリンパ球増殖反応は、１０日間処置されたラットにも有意な値が示され、

アムリット５摂取停止後、最低でも１５日間持続した。マクロファージのスーパーオキシド陰イオン産生およ

び食作用は、アムリット５の処置によって変化しなかった。以上のデータは、この栄養補助食品を摂取すれば

リンパ球の反応性は高まるが、リンパ球の自発的増殖には影響しないことを示している。 

 

アムリット 5群のラットの脾臓細胞は、食物アレルギーを引き起こす代表的なタンパク質であるオバルブミン
の攻撃を受けると、対照グループより 2～3倍多いリンパ球を増殖した(アムリット 5による刺激指数は、T細
胞の分裂刺激因子であるフィトヘムアグルチニン（PHA)の濃度に応じて、32～88％増加した）にもかかわら
ず、攻撃を受けていないときは暴走しないで通常の増殖を維持した。 


